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10,10,10  rqp として、 ACrARACqABqAQABpAP  ,)1(, とおく。 

点 A を基準とした位置ベクトルを考えると、△ PQRの重心 2G は 
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ここで、 ACqABqAEACrABpAD
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点 D の存在範囲は、右図 i)の平行四辺形の内部であり、境界線を除く。 
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21  であり、 1G は△ ABCの重心である。 

 

点 E の存在範囲は、右図 ii)の太線上であり、両端の点は除く。 
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21  であるから、 21RP ∥ BCである。 

 

点 D を固定したとき、 2G の存在範囲は、右図 iii)の太線上であり、 

両端の点は除く。 

 

点 D を図 i)の範囲内で動かせば、 2G の存在範囲は右図(iv の通り。 

境界線を除く。 

 

なお、 21 , PP は ABを、 21 , QQ は BCを、 21 , RR はCAを、それぞれ 

三等分する。 
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